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出
会
い
が
成
長
さ
せ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
に
近
い
ま
ち
、
み
ず
ま
き

　水巻町とオランダ・ノールドオーストポルダー市の中学生が一年ごとに 
訪問しあう「日蘭中学生交流事業」。今年は、オランダから10 人の生徒
がやってきます。
　ホストファミリーとして忘れられない思い出づくりをしませんか。
●と　き　７月 17 日（水）～ 27 日（土）の 10 日間
※来日する生徒と過ごすのは７泊程度です。
●対　象　中学生・高校生のいる世帯
●申込期限　５月 20 日（月）
※申込用紙は、町ホームページまたは中央公民館で配布しています。
●申し込み・問い合わせ
　役場生涯学習係（中央公民館内）☎ 201-4321

ホストファミリーを募集します

親子で感動、親子で成長。



江
戸
時
代
の
み
ず
ま
き

特
集

水
巻
町
の
庶
民
の
暮
ら
し

江戸時
代
の

み
ず
ま
き

　

田
植
え
の
あ
と
の
水
の
確
保
は

農
家
に
と
っ
て
重
大
問
題
で
し

た
。
現
在
の
水
巻
町
の
中
で
一
番

川
下
に
あ
た
る
猪
熊
村
で
は
、
日

照
り
が
続
く
と
田
の
水
が
す
ぐ
に

乾
き
ま
し
た
。
夜
中
の
２
時
ご
ろ

に
起
き
て
水
車
を
持
ち
出
し
、
４

～
５
時
間
も
踏
み
こ
む
の
は
若
い

男
性
で
も
重
労
働
で
し
た
。

　

曲
川
の
水
を
揚
げ
る
の
は
容
易

で
は
な
く
、
３
段
の
水
た
め
を
作

り
、
３
つ
の
水
車
を
使
っ
た
と
い

竹
ざ
お
で
払
い
落
と
し
て
で
き
死

さ
せ
る
や
り
方
で
す
。

　

長
い
間
、
害
虫
駆
除
の
主
流
と

な
っ
て
い
た
の
は
、
松た

い
ま
つ明
を
燃
や

し
て
夜
通
し
鐘
や
太
鼓
で
虫
を
追

い
払
う
実さ

ね
も
り盛
追
い
と
い
う
も
の

で
、
吉
右
衛
門
の
発
明
も
す
ぐ
に

は
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

油
を
使
っ
た
駆
除
法
が
一
般
的

に
な
っ
た
の
は
、
１
７
３
２
年
の

享き
ょ
う
ほ
う保
の
大
飢
き
ん
以
降
で
、
西
日

本
一
帯
に
広
ま
っ
て
１
９
５
０
年

ご
ろ
ま
で
続
い
た
の
で
す
。
こ
の

方
法
は
農
業
技
術
史
上
画
期
的
な

発
明
で
し
た
。

　

今
月
の
特
集
は
、18
～
19
世
紀
の
江
戸
時
代
の
庶
民
の
生
活
を
、

現
在
の
水
巻
町
に
あ
た
る
地
域
を
含
む
筑
前
国
遠
賀
郡
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
。

　

当
時
の
厳
し
い
社
会
制
度
・
自
然
条
件
下
で
、
人
々
は
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。遠

方
ま
で
知
ら
れ
た

猪
熊
水
車

い
ま
す
。

　

猪
熊
の
水
車
専
門
の
大
工
が
作

る
、
軽
く
て
踏
み
具
合
の
よ
い
水

車
は
遠
く
豊
前
か
ら
も
注
文
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

　

立
屋
敷
村
の
農
民
蔵く

ら
と
み富
吉き

ち

え

右
衛

門も
ん

は
、
１
６
６
９
年
、
77
歳
の
と

き
に
、
稲
の
害
虫
で
あ
る
ウ
ン
カ

を
鯨
油
で
駆
除
す
る
方
法
を
発
明

し
ま
し
た
。
鯨
の
油
を
、
長
い
竹

筒
を
使
っ
た
油
ま
き
器
に
入
れ
て

田
の
中
に
ま
い
た
あ
と
、
害
虫
を

郷
土
の
偉
人
が
発
明
し
た

画
期
的
害
虫
駆
除
法

蔵富吉右衛門の発明した油まき器

【
参
考
】
田
に
水
を
送
る
水
車
（
昭
和
29
年
頃
・
下
二
地
区
）

江戸時代の水巻町は？
　江戸時代には、水巻町どころか、その前身となった水巻村もまだ存在してい
ません。現在の水巻町に当たるところには次の９つの村がありました。
●朳村・吉田村・頃末村・古賀村・猪熊村・伊左座村・立屋敷村・下二村・上二村

後に水巻町となった９つの村

　農民にも階級があり、耕地と屋敷をもつ比較的裕福な農民は本百姓、田畑を
もたない小作人は水呑百姓などと呼ばれ、村の運営にかかわる「役人」は本百
姓の中から任命されました。
　本百姓が担った「役人」には、大庄屋や庄屋があり、庄屋の下には組頭 ( 庄
屋の補佐）、百姓代（庄屋や組頭の監視役）がいて、本百姓には 5 ～ 7 戸ずつ
で五人組を作らせ、組内の耕作・犯罪・年貢・日常生活の細かな規定にいたる
までを相互扶助・監視させて連帯責任を負わせました。庄屋以上の位の役人た
ちは、読み書きそろばんができることのほか、家柄、実績などが重視される一
方で、苗

みょうじたいとう

字帯刀が許され、禄
ろく

（給
きゅうまい

米）も与えられました。

村の行政を担う農民たち

　人口は９つの村を合わせてわずか、2,200 人程度でした。

江戸時代の人口

天保14（1843）年の
水巻町の人口
　2,202 人

上
二
村

266
人

下
二
村

190
人

立
屋
敷
村
151
人

伊
左
座
村
161
人

猪
熊
村

348
人

古
賀
村

219
人

頃
末
村

279
人

吉
田
村

447
人

朳
村

141
人

　福岡藩全体の人口は 30 万人ほど。ただし、享保の大飢きんのときには 21 万
人程度にまで減少したといいます。当時の遠賀郡は、現在の北九州市の西側半
分以上と中間市などを含む地域でした。福岡藩では、郡をいくつかの区域に分
けて扱い、それぞれの区域を「触

ふれ

」と言っていました。遠賀郡には、西・東・中・
島の４つの触があり、水巻町は、中間村・岩瀬村・垣生村・木守村・広渡村・鬼津
村・若松村・芦屋村などを含む中触に所属していました。

福岡藩と郡・村の組織

●村の行政責任者　庄屋
▷年貢の決算、水利の管理・監督、部分的司法権など

●触の行政責任者　大庄屋
▷法令の伝達、年貢の割り当て、上納の指図など

●郡役所　郡奉行を筆頭に、中級・下級の武士が役職
を務めていました。

●福岡藩
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江戸時
代
の

み
ず
ま
き

江
戸
時
代
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
エ
コ

い
う
商
売
が
あ
っ
た
く
ら
い
で
、

染
め
物
の
植
物
色
素
の
抽
出
や
藍

染
め
液
を
ア
ル
カ
リ
性
に
す
る
た

め
に
使
わ
れ
た
り
、焼
物
の
釉ゆ

う

薬
、

漢
方
薬
、
ま
た
木
灰
は
酒
造
り
に

も
利
用
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
農

家
で
は
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る

ほ
か
、
食
器
や
衣
類
を
洗
う
洗
剤

と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

肥
料
と
し
て
灰
と
一
緒
に
混
ぜ

ら
れ
た
の
は
人じ

ん
ぷ
ん糞
で
す
。
家
畜
の

糞
に
比
べ
、
窒
素
や
リ
ン
を
豊
富

に
含
ん
だ
人
間
の
排
泄
物
は
、
都

会
で
は
「
下し

も
ご
え肥
」
と
し
て
高
額
で

売
買
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
の
農
家

で
は
わ
ず
か
の
人
糞
に
家
畜
の
糞

や
草
、
わ
ら
な
ど
を
混
ぜ
て
発
酵

さ
せ
た
も
の
を
た
い
肥
と
し
て
利

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
庶
民
の
生
活
は
自

然
の
循
環
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
で

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
も
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
人
間

の
労
力
と
薪ま

き

と
炭
で
す
。
燃
料
の

貯
蔵
は
、
農
耕
の
合
間
の
大
き
な

仕
事
で
す
。

　

日
常
の
燃
料
に
は
、
わ
ら
、
麦

わ
ら
、
枯
れ
葦あ

し

な
ど
も
多
く
用
い

ら
れ
ま
す
。
山
か
ら
離
れ
た
と
こ

ろ
に
住
む
農
民
に
と
っ
て
、
薪
は

貴
重
品
で
す
。
洪
水
の
あ
と
に
上

流
か
ら
流
れ
て
く
る
流
木
は
格
好

の
燃
料
に
な
り
ま
し
た
。

　

燃
料
の
あ
と
に
出
る
灰
も
無
駄

に
は
し
ま
せ
ん
。「
灰
買
い
」
と

　

衣
服
の
不
自
由
な
時
代
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
再
利
用
の
工
夫
が
さ
れ

ま
す
。
季
節
の
「
衣
替
え
」
は
別

の
衣
類
に
着
替
え
る
の
で
は
な

く
、
同
じ
も
の
を
季
節
に
合
わ
せ

て
作
り
変
え
て
い
ま
し
た
。

 

た
と
え
ば
春
・
秋
を
基
準
と
し

て
、
夏
は
袷あ

わ
せ

の
裏
地
を
と
り
単ひ

と
え

に

し
て
涼
し
く
し
ま
す
。
冬
は
裏
地

と
表
地
の
間
に
綿
を
入
れ
て
暖
か

く
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
す
。「
四

月
一
日
」
を
「
わ
た
ぬ
き
」
と
読

　農民の立場に序列があるように、一家の中でも役
割や席に序列がありました。家は長男が家長を継ぐ
ので、他の子どもは養子や分家、奉公などでやがて
家を出ることになります。自立して生きていくために
は、男子は読み、書き、そろばん、女子は裁縫や糸
繰りの仕事を身につける必要がありました。
　当時の農村では過労や不衛生のため、流産や感染
症による乳幼児の死亡率が非常に高く、女性たちは
集まって子安講・地蔵講という安産祈願をしました。
出生前に着物を作ると難産 ･ 死産 ･ 早死するという
迷信を守り、3 日目に産湯を使わせるまで産着を着
せず、ぼろ布や古布で雛

ひ な

巻きに包み老人に抱かせま
した。産着はひもを前でむすぶ着物で、後

うしろえり

襟の下に
厄
や く よ

除けの背
せ も り

守がついていました。
　その後も七

し ち や

夜、初宮参り、ひもとき(３歳)、へこ
かき (７歳) など、13 歳の元服 (成人）式まで子ども

の成長を祝う儀式を行ないました。乳児・幼児の死
亡率がとても高かったので、その年齢まで成長したこ
とを祝う気持ちは今よりもずっと強かったのです。
　当時は寺子屋が学校の役割を果たしました。寺子
屋は各村の寺社の空き部屋などが教室となり、武士、
神官、僧侶が指導をしました。対象は 7 ～12 歳、
月謝は米 1 升で、授業時間は７～17 時。その頃の水
巻町には立屋敷村に永

な が ぬ ま た ん い ち

沼澹一の ｢砧
ち ん り け ん

里軒｣、二村に
藤
ふ じ さ き よ う げ ん

崎養玄の｢松
しょうふうかんじゅく

風館塾」、吉田村に藤崎健吉の寺子屋
や塾がありました。 

む
の
は
、
冬
の
防
寒
着
の
綿
を
四

月
一
日
に
抜
い
た
衣
替
え
の
し
き

た
り
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

木
綿
は
農
作
業
に
適
し
た
素
材

で
、
仕
事
着
に
は
重
宝
さ
れ
ま
し

た
。
労
働
で
力
が
か
か
っ
て
ほ
こ

ろ
び
や
す
い
部
分
に
は
刺
し
子
や

つ
ぎ
は
ぎ
を
し
て
あ
ら
か
じ
め
補

強
し
ま
す
。

　

大
人
の
古
着
は
子
ど
も
の
着
物

と
し
て
再
利
用
し
ま
す
。
着
古
し

の
衣
類
は
、
お
む
つ
や
雑
巾
に
作

り
か
え
ら
れ
た
り
、
裂
い
て
平
織

り
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
厚
手
の

衣
服
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

子育てと教育 自然の恵みと食

経
済
性
抜
群
の

江
戸
時
代
の
商
売

ず
っ
と
使
わ
れ
続
け
る

布
の
リ
サ
イ
ク
ル

　 70 ～ 80m の丘陵と大河に地形を持
つ水巻町は、昔から四季の食べものに
恵まれていました。
　野山には猪 ･ 猿 ･ 狐 ･ 狸 ･ 兎 ･ 山鳥 ･
キジなどがいましたが、動物の肉より
魚のほうをよく食べました。
　江戸時代の水巻町は遠賀川の川底が
今より高く、猪熊の北端に海が接して
いて海水と淡水の入り混じる場所がら、
スズキ ･メバル ･エビ･コイ･フナ ･ ナマ
ズ･ ウナギなどがたくさん捕れました。
漁は釣りではなく、網か筌

う け

または手づ
かみだったので、川船に乗って大勢で出
かけました。小さな川でもシジミ・タニ
シ・ドジョウ・ウナギなどがとれました。 
豊前坊山の下からウナギを捕りながら芦

屋に着くころには、かごがいっぱいになっ
たといいます。
　山に入ればタケノコ ･ キノコ ･ ヤマイ
モがとれます。草木の実 ･ 山菜採りは
農作業の合間に行われました。クリ･ア
ンズ･アケビ･ムベ･ グミはおやつ代わ
りとして喜ばれました。サンショウ、ム
ク、榎

えのき

の実、椎の実、銀
ぎ ん な ん

杏ひろいなど、
遊びの延長で子どもたちの味覚を満足
させるものが豊かな時代でした。

　

今
か
ら
２
０
０
年
か
ら
３
０
０
年
前
の
江
戸
時
代
の
人
た
ち

は
、驚
く
ほ
ど
無
駄
の
無
い
再
利
用
の
技
術
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
代
の
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
自
然
と
調
和
し
た
生
活
や

リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
は
、
も
と
も
と
先
祖
が
身
に
付
け
て
い

た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

【参考】木綿地普段着兼用野良着（大正時代・九州地方）
『堀切コレクション時代布目録』（北九州市立自然史・歴史博物館）

永
沼
澹
一
の
碑
（
立
屋
敷
）

石
碑
の
裏
側
に
当
時
の
子
弟
１
８

０
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ア
ケ
ビ
の
実
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新たな門出にエールを送る
町立中学校卒業式

　３月１４日、町内の中学校で卒業式が行われました。ここ水巻中
学校では137人の卒業生が巣立ちます。担任の先生が一人ずつ名
前を読み上げると、堂 と々胸を張り起立していく卒業生たち。毅然
としながらも、多くの肩は涙をこらえて震えています。
　式典を終えると、慣れ親しんだ教室へ戻り、担任の先生との最後
のホームルームの時間です。友人との別れを惜しむだけでなく、そ
れぞれの道を歩むお互いにエールを送り合い、友情をさらに強める
ことができました。
　校門の前では花束などの贈り物を手に待つ下級生たち。温かい
拍手で後輩に見送られながら３年間通った学び舎を後にしました。

　下二区では、柳川市の有名なひな飾り「さげもん」を「自分た
ちで作ってみよう」と思い立ち、10年ほど前にさげもんの手作
りが始まったそうです。「柳川に行かなくても、さげもんが楽し
めますよ」と、その出来栄えには自信あり。今では、手芸創作
の幅を広げ、オリジナルデザインのひな人形づくりも行っていま
す。編み物でできたかわいらしいおひな様には、三人官女に五
人ばやしも勢ぞろいです。
　みずほ区でも、同じように４年前から始めたさげもん作り。皆
さんで楽しみながら一年をかけて作り上げ、部屋中をさげもんや
手まりなどのひな飾りで埋め尽くします。「本などを見て独学で
作っています」と自慢の飾りを披露してもらいました。

あなたの周りの出来事や
身近な話題をお待ちしています の

わたいちま
Town's Topics

さげもんは、水巻町で楽しめます
下二区・みずほ区のひな飾り

住民主役の町づくりを目指す

　３月５日、総合計画審議会は第４次総合計
画の後期基本計画を答申しました。これは、
平成25年度から29年度の間に町が取り組
む各分野における施策を検討し、まとめたも
のです。町長は水本会長、土井副会長と今後
の町づくりへの意見を交わしました。

吉田ぼた山跡地活用案を報告

　３月14日、吉田ぼた山跡地活用検討委
員会は、１年間の調査や検討の結果をまと
め、「人と環境に優しい地域活性化案」を町
長に答申しました。専門的な立場からの意
見や一般の住民の声をまとめたこの活用案
は、今後の取り組みに生かされていきます。

●下二区の皆さん

●みずほ区の皆さん

　２月13日、吉田小学校で水巻町国際交流協会が企画した、国
際交流教室が開催されました。この教室は小学２年生が対象で、
授業で習った「スーホの白い馬」のモンゴルの文化を学ぶものです。
　この日の講師は、中華人民共和国の内モンゴル自治区出身のド
ランさん。「『こんにちは、こんばんは』などのたくさんのあいさ
つの言葉がある日本とは違い、モンゴルでは『センベイノ』という
言葉一つがあいさつの言葉なのですよ」と子どもたちにニッコリ笑
って話しかけます。爪の部分を弦にあてるなどして弾く独特の演奏
方法の馬

ば と う き ん

頭琴。その奏でられる美しい音色を、子どもたちは静か
に耳を傾けて聴いていました。

大
草
原
の
音
色
に
う
っ
と
り

吉
田
小
学
校
国
際
交
流
教
室

感謝の気持ちを込めて

　２月27日、生涯学習吉田小学校区ゾー
ンの皆さんから、杵

きね

などが水巻松快園に贈
られました。これは、１月に吉田小学校で
行われた餅つき大会の実施に、水巻松快
園の皆さんが協力されたことに感謝したも
のです。
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●
と　

き

▽
５
月
４
日（
土
）午
後
２
時
～
４
時

30
分

▽
５
月
５
日（
日
）午
後
２
時
～
４
時

●
と
こ
ろ　

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

（
八
幡
西
区
岸
の
浦
）

●
入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
藤
河
）

☎
（
０
９
０
）
３
４
１
０
局
３
７

９
９
番

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
無
料
の
介
護

講
座
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

応
募
多
数
の
と
き
は
先
着
順
で
締

め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
内　

容　

多
様
な
講
座
を
実
施
中

　

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が
２
０

０
以
上
。
新
し
い
趣
味
を
身
に
つ
け

た
り
、
資
格
・
技
術
の
取
得
に
生
か

し
た
り
で
き
ま
す
。
講
座
に
よ
っ
て
、

３
か
月
～
１
年
程
度
の
受
講
期
間
と

な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

随
時
申
し
込
め
ま
す
。

詳
し
く
は
、
案
内
書
を
電
話
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
☎（
０

４
２
）
５
７
２
局
３
１
５
１
番

で
す
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
４
月
27
日
（
土
）　
「
看
取
り
の
介

護
・
排
泄
の
基
本
と
対
応
法
」

▽
５
月
８
日
（
水
）　
「
心
も
体
も
安

ら
ぐ
ヨ
ガ
と
呼
吸
法
」

▽
５
月
９
日
（
木
）　
「
ス
ト
レ
ッ
チ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
な
体
づ

く
り
」

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
地
域
介
護
実

習・普
及
セ
ン
タ
ー（
中
間
市
通
谷
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡

県
地
域
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー
☎
２
４
４
局
４
７
４
７
番

　

水
巻
吉
田
保
育
園
で
は
、
人
形
作

り
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ひ
ょ
っ

と
こ
と
お
か
め
」
の
押
絵
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
み
ん
な
で
楽
し
く
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き　

５
月
11
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時
30
分

●
と
こ
ろ　

水
巻
吉
田
保
育
園

●
持
っ
て
く
る
も
の　

厚
紙
、
裁
縫

道
具
、
刺
し
ゅ
う
糸

●
申
込
期
限　

４
月
19
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

水
巻

吉
田
保
育
園
☎
２
０
２
局
７
１
９

３
番

　

春
の
花
を
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
（
紙

袋
）
に
飾
り
ま
す
。
初
心
者
の
皆
さ

ん
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
終
了
後
に
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

５
月
11
日
（
土
）

▽
昼
の
部　

午
後
１
時
～
３
時

▽
夜
の
部　

午
後
６
時
～
８
時

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
費　

用　

材
料
費
１
８
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　

花
は
さ
み
、

筆
記
用
具

●
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

フ

ロ
ー
ラ
ル
は
な
み
づ
き
（
久
野
）

☎
（
０
９
０
）
１
１
９
７
局
３
７

３
５
番

　

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
25
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。

　

地
域
の
出
来
事
や
サ
ー
ク
ル
・
講
座

の
お
誘
い
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、

イ
ラ
ス
ト
、
広
報
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
企
画
広
報
係

　
☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番

読者の皆さんが
つくるページです

15
日
（
水
）

●
審
査
日　

５
月
10
日
（
金
）

●
表　

彰　

５
月
12
日
（
日
）
の
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
表
彰
し
ま
す
。

【
バ
ス
ハ
イ
ク
】

●
と　

き　

５
月
12
日
（
日
）
午
前

11
時
～
４
時
間
程
度

●
内　

容　

う
き
は
市
森
林
セ
ラ
ピ

ー
公
認
コ
ー
ス
体
験

●
定　

員　

50
人

●
持
っ
て
く
る
も
の　

昼
食
、
水
筒

【
共
通
事
項
】

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
☎（
０
９
４
３
）

７
２
局
１
１
９
３
番

も
樹
木
探
偵
団
な
ど

【
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
募
集
】

●
作
品
基
準　

次
の
条
件
を
満
た
す

も
の

▽
壁
掛
け
タ
イ
プ

▽
高
さ
80
㎝
×
幅
60
㎝
以
内

▽
植
物
の
種
類
、
数
は
自
由

●
作
品
数　

１
人
２
作
品
ま
で

●
申
込
期
限　

５
月
10
日
（
金
）
午

前
10
時

●
搬
入
方
法　

５
月
10
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
～
10
時
に
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間　

５
月
12
日
（
日
）
～

　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
、
グ
リ

ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
当
日
開
催
さ
れ
る
、

バ
ス
ハ
イ
ク
や
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

【
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

●
と　

き　

５
月
12
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市
田
主
丸
町
）

●
内　

容　

バ
ス
ハ
イ
ク
や
ハ
ン
ギ

ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
展
示
、
丸
太
切
り
競
争
、
子
ど

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

無
料
介
護
講
座

生
涯
学
習
通
信
講
座

水
巻
吉
田
保
育
園
の

手
作
り
人
形
教
室

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

体
験
講
座

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

ごろごろ野菜の

ミートローフ

コーラスサークル メンバー募集

一緒に歌いましょう

１人分336キロカロリー　塩分2.4グラム

①	みじん切りにした、ニンニク・玉ネギ・パプ
リカをサラダ油で炒めたものに、牛乳で湿
らせたパン粉と卵を混ぜる。

②	合いびき肉に塩、コショウ、ナツメグを加え、
粘りが出るまでよく練ったら、①とよく混ぜ
合わせる。

③	乱切りのジャガイモ・ニンジンとブロッコリ
ーをスープで煮て水気を切っておく。

④	パウンド型にオーブンシートを敷き、②を詰
め、さらに片栗粉をまぶした③の野菜をつ
める。200℃のオーブンで20分程度焼く。

⑤	ａを小鍋で混ぜ合わせて、軽く煮詰めて、
ソースを作り、焼きあがった④に添える。

⑥	パセリを上に散らす。

作り方

ニンニク	 １かけ
玉ネギ・パプリカ	 各1/2個
サラダ油	 少々
パン粉	 100cc
牛乳	 大さじ３
卵	 1/2個
合びき肉	 280g
塩	 小さじ1/2
コショウ・ナツメグ	 少々
ジャガイモ	 １個
ニンジン	 1/3本
ブロッコリー	 1/4株
スープ	 400cc
片栗粉	 大さじ２
パセリ（みじん切り）	 少々
	ケチャップ	 適量
	ウスターソース	 大さじ 2.5
	バター	 1ｇ
	スープ・赤ワイン	 各大さじ３
	塩・コショウ	 各少々

材料・４人分

【調理】食進会

ａ

vol.150みんなに
教 え た い

①遠賀町	②芦屋町	③岡垣町	④水巻町
●この撮影をした場所はどこでしょうか●

小倉北区のリバーウォーク北九
州です。紫川や小倉城、勝山公
園などの名所に囲まれ、文化・
芸術・情報発信・商業などの複
合的機能を持つ施設として、10
年前の平成15年４月にオープ
ンしました。

３月10日号の答えと当選

○はがきにクイズの答えと住所、氏名、年齢を書い
て４月19日（金）までに〒807-8501（住所不要）
水巻町役場企画広報係へ送ってください。
☆正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カ
ードをプレゼントします。

答え		①小倉北区
●応募総数　32
●正解総数　28

当選者〈敬称略〉

▶堺　秀夫（ 中 間 市 ）
▶矢野絵美（ 猪 熊 ）
▶永野　髙（ 猪 熊 ）

山
野
草
展
示
会

新
緑
を
楽
し
み
に
、ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
ま
せ
ん
か
。

　水巻山野草会は春の展示会を開催し
ます。皆さん、見に来てくださいね。
●と　き　４月27日（土）～28日（日）
午前９時～午後５時
※28日（日）は午後４時までです。
●ところ　中央公民館
●問い合わせ　水巻山野草会（森本）
　☎202-3630

　コーラスを一緒に楽しんでみませんか。記
憶力が刺激され、あなたの健康づくりにつな
がりますよ。
●と　き　毎週月曜日午後１時～３時
●ところ　中央公民館
●費　用　月3,000 円
●問い合わせ　ラルゴミュージックサークル
　（上

か み こ う ち

川内）☎ 201-4898

♪♪♬
♪♪♬
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●
生
涯
学
習
だ
よ
り
●	

編
集
・
発
行
　
水
巻
町
教
育
委
員
会

●
生
涯
学
習
だ
よ
り
●	

編
集
・
発
行
　
水
巻
町
教
育
委
員
会

　桜咲く季節から、新緑の季節に向かっています。春の日差しや風は穏
やかで、とても気持ちがいいですね。今回は、平成 25 年度の生涯学習
関係のイベント予定を紹介します。

2
0
1
3 68

【問い合わせ】
●中央公民館　水巻町頃末北一丁目 1 番２号　  ☎ 201-4321（中央公民館の利用は☎ 201-0401）
●南部公民館　水巻町下二東三丁目３番 21 号　☎ 202-2472
※南部公民館事業は中央公民館へ問い合わせてください。
●生涯学習係・人権係　水巻町頃末北一丁目 1 番２号（中央公民館内）　☎ 201-4321
●スポーツ振興係・体育協会・スポーツ少年団　水巻町頃末北三丁目 10 番１号　☎ 201-4000※日程や内容などが変更となる場合があります。事前に問い合わせてください。

月
生涯学習係・人権係 スポーツ振興係 体育協会・スポーツ少年団

日 曜 行　　事 日 曜 行　　事 日 曜 行　　事

４ 26 金 水巻町体育協会理事会

５ 13 月 いきいき「はつらつ塾」開講式 26 日

社会人ソフトボール大会
（雨天時は６月２日）

５ 日
スポーツ少年団野球大会

青少年育成事業（剣道）

春のフレッシュテニス大会
（雨天時は６月２日）

12 日 水巻町ソフトボール選手権大会

25 土
青少年育成事業（サッカー）

26 日

６

９ 日 集まれ卓球大会
４ 火

水巻町グラウンドゴルフ選手権
大会

23 日 水巻町ビーチボールバレー大会

８ 土
水巻町ターゲットバードゴルフ
選手権大会

30 日 地域女性バレーボール大会
30 日 スポーツ少年団水泳競技大会

７

上旬
同和問題啓発強調月間
「町民の集い」

１ 月
総合運動公園プール開始
（８月31日まで）

７ 日
遠賀郡民体育大会夏季大会
（水泳）

１ 月
同和問題啓発強調月間
町内街頭啓発

17 水
日蘭中学生交流
水巻町受け入れ(7月27日まで）

21 日
小学生サンドバレーボール
フェスタ

21 日
遠賀郡民体育大会秋季大会
・陸上７月28日
・長距離走７月27日下旬

夏休みチャレンジャー
（８月下旬まで）

８

18 日
スポーツ少年団
ミニバスケットボール大会

25 日

福岡県民体育大会・夏季大会

水巻町水泳スポーツ少年団
記録会

９ ８ 日 通学合宿前期（９月13日まで）

２ 月 ナイターグラウンドゴルフ大会
１ 日 遠賀郡スポーツ少年団種目別大会

８ 日 コスモステニス大会

15 日 バドミントンを楽しもう大会 21 土
福岡県民体育大会・秋季大会

28 土 ターゲットバードゴルフ大会 22 日

10 ６ 日

キッズスポーツフェスタ（仮称）
６ 日

水巻町ビーチボールバレー
選手権大会

水巻町テニス大会
スポーツ少年団空手道競技大会

26 土 水巻町弓道選手権大会

11 10 日 通学合宿後期（11月15日まで）

10 日 町民体力テスト ３ 日
水巻町軟式野球選手権大会
（11月３日、10日、17日）

23 土
水巻ビーチボールバレー
福岡県大会

17 日
水巻町ママさんバレーボール
選手権大会

12

２ 月 人権週間町内街頭啓発 11 水

体育施設利用団体代表者会議
１ 日

スポーツ少年団駅伝・マラソン
大会

14 土 世代間交流発表会 12 木
水巻町卓球選手権大会

８ 日 遠賀郡ロードレース大会

１
12 日

水巻町剣道選手権大会

スポーツ少年団剣道競技大会

26 日 福岡県駅伝競走大会

２ ３ 月 いきいき「はつらつ塾」閉講式

２ 日 遠賀郡駅伝競走大会

９ 日 水巻町バドミントン選手権大会

11 火 スポーツ少年団バレーボール大会

23 日
北九州地区スポーツ少年団
駅伝競走大会

３ ９ 日 スポーツ少年団リーダー交流会

そ
の
他

○外務省招へい事業
（JIN の会、戦争犠牲者の会）
○青少年健全育成フェア

○スポーツ少年団指導者認定講習会　
○柴原洋少年野球教室（12月）

月
中央公民館 南部公民館

日 曜 行　　事 日 曜 行　　事

5

中旬 第1回地区公民館長連絡協議会

25 土

春の文化祭
（作品展示６月３日まで）24 金 さつき展（５月26日まで）

25 土 春の文化祭（作品展示６月２日まで） 児童絵画展（６月３日まで）

6

６ 木 家庭教育学級開講（全11回）6月～11月

18 火 南部ふれあい講座開講式（全６回）
12 水

ろうけつ草木染め教室開講（初級向け全 5回）
6月～8月

7
10 水 盆踊り太鼓講習会

17 水 盆踊り講習会

8

中旬 水巻町映画鑑賞事業

21 水
ろうけつ草木染め教室開講（中級向け全 5回）
8月～10月

25 日 玄界灘ジョイントコンサート（福津市）

29 木
九州地区公民館研究大会（福岡市内）

30 金

9
６ 金 講座倶楽部開講（９月～２月中旬）

下旬 第2回地区公民館長連絡協議会 17 火 南部ふれあい講座閉講式（公開講座）

10

５ 土 水巻町青少年競書大会（19日表彰式）

26 土 秋の文化祭（11月４日まで）
10 木 陶芸教室長期講座開講（全 8回）10月～１月

26 土
秋の文化祭（11月４日まで）
お茶会・芸能まつり・チャリティーダンスパー
ティー・能楽発表会・生花展示会・俳句大会

11 ２ 土 オープンサークルＤａｙ

12
５ 木 定期利用団体会議（陶芸室、染工房）

中旬 定期利用団体会議（南部公民館）
13 金 定期利用団体会議（中央公民館）

1
4 土 新春美術工芸展（１月13日まで）

13 月 成人式（日程変更の可能性があります）

2 13 木 公民館実践交流会（春日市クローバープラザ）

3 下旬 第3回地区公民館長連絡協議会
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集団健診の案内はがきを
郵送します。

健康づくりシリーズ 311

●問い合わせ　いきいきほーる健康課☎ 202-3212

検診の種類 内　容 対　象
平成26年3月31日時点の年齢

料　金

一般
生活保護 

世帯

特定健診 ▷問診・診察
▷測定（身長・体重・
　腹囲・血圧）
▷尿検査
▷�血液検査（脂質・
血糖・肝機能・
腎機能など）

水巻町国民健康保険に
加入している30歳～
75歳の人
※75歳の誕生日の前日
まで

500 円 ー
30’ｓ健診

国保健診

生活保護
受給者等健診

生活保護世帯の40歳
以上の人

ー 0円

肺がん検診

▷胸のレントゲン
　撮影
▷痰の検査
　（一部の人）

40歳以上の人 500 円

0円

胃がん検診
▷�バリウムによるレ
ントゲン撮影
▷血圧測定

40歳以上の人 500 円

大腸がん検診 便潜血検査（2回）40 歳以上の人 500 円

前立腺がん検診 血液検査 50歳以上の男性 1,000 円 1,000 円

乳がん検診

視触診 30～ 39 歳の女性 500 円 0円

▷視触診
▷マンモグラフィ
　１方向

50歳以上の女性
※平成24年度に水巻
町乳がん検診を受
けていない人

視触診
500 円
マンモグラフィ

1,000 円

視触診
0円

マンモグラフィ

1,000 円

子宮頸部がん
検診

子宮頸部の細胞診

20歳以上の女性
※平成24年度に水巻
町子宮頸部がん検診
をうけていない人

500 円 0円

　平成 25 年度の特定健診・がん検診が５月下旬
から始まります。健診は年に一度、自分の体の状
態を知るチャンスです。ぜひ、健診を受けましょう。

【集団健診の日程】
●前　期　５月 29 日（水）～６月６日（木）
●後　期　６月 28 日（金）～７月６日（土）
※託児を６月４日（火）・５日（水）、７月４日（木）に行います。希望

する人は事前に、いきいきほーる健康課に予約してください。
【受付時間】
①午前８時 15 分～９時、②午前９時 15 分～ 10 時、③午前 10 時～

10 時 30 分

【後期高齢者健診（75 歳以上）】　
　福岡県後期高齢者医療広域連合（☎ 092-651-3111）から案内通知
が郵送されます。詳しくは問い合わせてください。

【水巻町国民健康保険以外の健康保険に加入している人の特定健診】
　社会保険などの現在加入している医療保険者に確認してください。

※生活保護受給者等健診は「集団健診のみ」です。
※胃がん検診は、安全面の配慮から血圧測定を実施します。高値の場合は、健

診を受けられない場合があります。
※水巻町では、乳がん（マンモグラフィ）・子宮頸部がん検診を２年に１回受

診することができます。

②健診の案内や健診票
（各種）などが届きます。

●前期の健診日程対象者
　５月 17 日（金）ごろ
●後期の健診日程対象者
▷５月 23 日（木）ごろ
▷６月 14 日（金）ごろ

③健診を受診します。

●受診場所　いきいきほーる
※健診の種類や費用などは

左の表を確認してください。

④結果通知（約１か月後）
●特定健診、30’Ｓ健診、国保健

診、生活保護受給者等健診を
受けた64 歳以下の人

　直接、町の保健師が結果を
説明します。健診の当日に健
診結果を説明する日程を予約
してもらいます。
● 64 歳以下でがん検診のみ

を受診した人や 65 歳以上
の人

　結果を郵送します。

⑤保健指導（対象者のみ）
　メタボリックシンドロームに
該当する人や予備群の人は、
生活習慣の改善に取り組むこ
とが必要です。健診後６か月
を目安に、町の保健師や管理
栄養士が、面接や電話などで
お手伝いをします。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

集団健診の
受診方法
①申し込みをします。

　４月下旬に、
健診の申込は
がき（黄色）を
郵送します。
　必要事項を
記入して、いきいきほーる健
康課に返送してください。
●申込期限　５月７日（火）
※締め切り後も受け付けを行

いますが、先着順のため、
希望日に健診を受けられな
い場合があります。

　20 歳以上の学生で保険料を納め
るのが困難な人は、申請して承認さ
れると、在学中の保険料の納付が
猶予されます。
　猶予期間は、基礎年金の資格期
間に算入され、障害・遺族基礎年
金の年金額が保障されます。ただし、
老齢基礎年金では「カラ期間」とされ、年金額に反映
されません。10 年以内であれば保険料は追納できます。
●対　象　次の条件を満たす人
▷大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、

専修学校、認定されている各種学校に在学する学生
▷学生本人の所得が一定額以下の人（所得のめやすは
「118 万円＋扶養親族等の数× 38 万円」です）

●持ってくるもの
▷平成 25 年度の在学証明書（学生証など）
▷印鑑

【引き続き学生納付特例制度を利用する方法】
　平成 24 年度に学生納付特例制度で納付猶予してい
て、引き続き 25 年度も在学予定の人には、はがき形
式の「国民年金保険料学生納付特例申請書」が日本年
金機構から３月末に送られています。
　申請書に必要事項を記入して返送すると、平成 25
年度も学生納付特例の申請ができますので、利用し
てください。
●問い合わせ
▷役場医療・保護係☎ 201-4321
▷八幡年金事務所☎ 631-7966

平成25年度国民年金保険料の
学生納付特例の受け付けが始まりました。

　高齢者の介護で悩む人や、
介護が必要で日常生活に不
安のある高齢者の相談窓口
が、町内３か所に設置してい
る高齢者支援センターです。
　「介護が必要になったら？」「自宅で福祉サービス
を利用したい」などの相談に応じます。自宅での介
護生活を関係機関と連携して支援します。また、高
齢者の生活状況を知るために自宅を訪問することも
ありますので、ご協力をお願いします。
●サービス内容
①在宅福祉サービスや高齢者介護の総合相談窓口
②町の在宅福祉サービスの紹介・説明・代行申請
③高齢者の訪問調査・福祉サービスプランの作成
●費　用  無料
●問い合わせ　
▷北部高齢者支援センター（猪熊一丁目６番 40 号） 

☎ 202-8990
▷中部高齢者支援センター（頃末北四丁目２番 30

号）☎ 201-1314
▷南部高齢者・障害者支援センター（吉田南二丁目

９番１号） ☎ 201-8826

高齢者介護の相談は
高齢者支援センターへ

高齢者得
マル

情報

　職場の健康保険に加
入したときは、国民健
康保険の資格喪失の届
出をしなければなりま
せん。この喪失の届出
をしないと、国民健康
保険税は課税されたま
まとなり、一時的に保
険料の二重払いとなっ
てしまいます。
　届出をすることで、
二重払いをした分は後
日還付されます。また、ほかの健康保険に加入して
いるのにもかかわらず、国民健康保険証を使って医
療機関にかかってしまった場合は、国民健康保険が
負担した医療費を後日返還することになります。
　健康保険が変わったら、必ず役場健康保険係に届
出をしましょう。
●届出に必要なもの
▷新しい健康保険証
▷国民健康保険証
●問い合わせ　役場健康保険係☎ 201-4321

健康保険が変わったときは
役場に届出をしましょう。
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４
月
１
日
か
ら
自
立
支
援
医
療
（
育

成
医
療
）
の
窓
口
が
、
宗
像
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
か
ら
町
役
場
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
障
が
い
支
援
係

　

４
月
１
日
か
ら
「
障
害
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律（
障
害
者
総
合
支
援
法
）」

が
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者
の
範
囲
に
難

病
の
人
が
加
わ
り
ま
す
。

　

対
象
の
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無

　

柔
ら
か
な
日
差
し

に
誘
わ
れ
て
、
外
へ

出
か
け
る
こ
と
が
増

え
る
季
節
。
そ
ん
な

と
き
、
気
分
が
緩
ん

で
し
ま
い
、
交
通
事
故
が
起
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
多
く
は
、
ル
ー
ル
を
守

る
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
交
通
事
故
を
防

い
で
、
み
ん
な
で
楽
し
い
春
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

●
交
通
安
全
の
ポ
イ
ン
ト

▽
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
。
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
一
瞬
で
、
悪
夢
に
な
り
ま
す
。

▽
乱
暴
な
自
動
車
運
転
を
す
る
と
歩
行

　

者
は
大
変
危
険
。
ま
た
、
自
転
車
も

　

マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運

転
で
す
。

に
関
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
受
給
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
障
が
い
支
援
係

●
試
験
日　

６
月
23
日
（
日
）

●
試
験
地　

九
州
国
際
大
学
（
八
幡
東

区
平
野
）

●
試
験
種
類　

第
一
種
衛
生
管
理
者
、

　

第
二
種
衛
生
管
理
者
、
ク
レ
ー
ン
・

デ
リ
ッ
ク
運
転
士
（
ク
レ
ー
ン
限

定
）、
エ
ッ
ク
ス
線
作
業
主
任
者
、

二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

※
受
験
資
格
や
免
除
科
目
な
ど
は
免
許

試
験
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
「
免
許
試
験
受
験
申
請
書
」
で
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
費　

用　

各
試
験
６
８
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

　

労
働
基
準
協
会
連
合
会
☎（
０
９
２
）

　

２
６
２
局
７
８
７
４
番

　

大
人
の
食
べ
る
様
子

を
見
て
、
口
を
モ
グ
モ

グ
と
さ
せ
る
赤
ち
ゃ
ん

の
顔
。
反
応
を
見
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と
離
乳
食
に
慣
れ
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
教
室
で
、

離
乳
食
の
こ
と
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き　

５
月
28
日
（
火
）
午
前
10

▽
万
が
一
の
と
き
、
被
害
を
大
き
く
軽

減
す
る
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
。

き
ち
ん
と
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

折
尾
警
察
署
☎
６
９

　

１
局
０
１
１
０
番

　

町
で
は
、
高
等
学

校
な
ど
に
入
学
し
た

人
の
い
る
低
所
得
世

帯
へ
入
学
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。 

●
対　

象　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯

▽
水
巻
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成

　

25
年
度
に
高
等
学
校
な
ど
へ
入
学
が

　

確
定
し
た
満
20
歳
未
満
の
人
が
い
る

世
帯

▽
平
成
24
年
中
の
収
入
が
、
生
活
保
護

　

基
準
額
に
20
％
を
加
算
し
た
額
以
下

の
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
を
除
き
ま
す
。

●
入
学
祝
金
額　

３
万
円 

●
申
請
期
限　

４
月
30
日
（
火
）

●
申
請
場
所　

役
場
地
域
交
流
係
窓
口

●
持
っ
て
く
る
も
の　

高
等
学
校
な
ど

の
在
学
証
明
書
、申
請
者
（
世
帯
主
）

名
義
の
通
帳
、
印
鑑

※
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
、
町
へ

転
入
し
て
き
た
世
帯
は
、
後
日
、
前

住
所
地
の
市
町
村
で
発
行
す
る
「
平

成
25
年
度
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書
」

を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

●
結
果
通
知　

５
月
下
旬
に
、
郵
送
で

結
果
通
知
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
交
流
係

　

遠
賀
川
流
域
で
、
河
川
の
水
質
改
善

を
目
的
と
し
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う

住
民
団
体
な
ど
に
、
活
動
費
を
助
成
し

ま
す
。

●
対　

象

▽
団　

体　

会
員
数
が
５
人
以
上
で
、

遠
賀
川
流
域
（
支
流
を
含
む
）
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か

ら
行
お
う
と
す
る
団
体

▽
活　

動　

除
草
・
清
掃
活
動
、
水
質
・

生
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど

※
ほ
か
の
助
成
制
度
な
ど
か
ら
の
助
成

を
受
け
て
い
る
団
体
を
除
き
ま
す
。

●
助
成
期
間　

６
月
～
平
成
26
年
１
月

●
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く

　

は
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験

所
☎
６
４
１
局
５
９
４
８
番
へ

●
と　

き　

４
月
22
日
（
月
）・
23
日

（
火
）
の
日
没
～
午
後
９
時
ご
ろ

※
天
候
な
ど
で
、
訓
練
日
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
☎
２
２
３
局
０
９
８
１
番

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

●
試
験
日　

６
月
16
日
（
日
）

●
試
験
地　

九
州
共
立
大
学
（
八
幡
西

区
自
由
ケ
丘
）

●
試
験
種
類　

全
種
類

※
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
遠
賀
町

広
渡
）
で
４
月
９
日
（
火
）
か
ら
配

布
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

▽
書
面
申
請　

４
月
19
日
（
金
）
～
５

月
２
日
（
木
）

▽
電
子
申
請　

４
月
16
日
（
火
）
～
29

日
（
月
・
祝
）

●
申
し
込
み　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
（
電
子
申
請
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
試
験
準
備
講
習
会
】

●
と　

き　

６
月
２
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

中
間
市
消
防
本
部
（
中
間

市
中
間
）

●
対　

象　

乙
種
４
類
と
丙
種
（
乙
種

４
類
試
験
の
講
習
内
容
で
す
）

●
費　

用　

一
般
２
０
０
０
円
、
防
災

協
会
会
員
・
学
生
１
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
別
途
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み　

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】

●
問
い
合
わ
せ　

遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
☎
２
９
３
局
８
１
２
５
番

た
だ
今
実
施
中
で
す

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

時
～
正
午
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時

45
分
～
10
時
で
す
）

●
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
対　

象　

妊
婦
や
育
児
中
の
人
と
そ

の
家
族
（
１
歳
６
か
月
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
人
）

●
内　

容　

離
乳
食
の
話
、
１
歳
６
か

月
ま
で
の
離
乳
食
づ
く
り

●
定　

員　

20
人

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
初
回

の
人
を
優
先
し
ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
母
子
健
康
手
帳

●
申
込
期
限　

５
月
21
日
（
火
）

●
託　

児　

希
望
す
る
人
は
申
込
時
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
託
児
に
は
、
飲
み
物
（
お
茶
や
ミ
ル

ク
、
お
湯
）、
お
や
つ
、
タ
オ
ル
（
汗

ふ
き
用
・
ヨ
ダ
レ
ふ
き
用
）、オ
ム
ツ
、

お
し
り
ふ
き
ペ
ー
パ
ー
、
着
替
え
な

ど
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き
い

き
ほ
ー
る
健
康
課

●
と　

き　

５
月
～
11
月
の
月
曜
日

（
全
16
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
毎
週
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
初
回
の
５
月
13
日
（
月
）
は
運
動
を

　

行
い
ま
せ
ん
が
、
保
険
料
の
徴
収
な

　

ど
の
手
続
き
と
健
康
講
話
が
あ
り
ま

　

す
。
そ
の
た
め
、
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

●
と
こ
ろ　

体
育
セ
ン
タ
ー（
頃
末
北
）

●
費　

用　

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料

水巻町役場

中央公民館

南部公民館

総合運動公園

・スポーツ振興係
・テニスコート 

いきいきほーる

・健康課

子育て
支援センター

児童少年
相談センター

図書館

歴史資料館 

えぶり山荘

障害者
福祉センター

高齢者
福祉センター

☎ 201-4321
FAX 201-4423

☎ 201-0401
FAX 201-0411

☎ 202-2472
FAX 202-2473

☎ 201-4000
☎ 201-5757

☎ 202-3212
FAX 202-3621

☎ 203-5772
FAX 203-5806

☎ 203-1555
FAX 203-1553

☎ 201-5000
FAX 201-0995

☎ 201-0999

☎ 202-6230

☎ 201-0794

☎ 201-3344

　水巻町ファミリーサポートセンター「ふぁみぽ」
では、子育て真っ最中の忙しい皆さんをサポート
するファミリーサポートセンター事業を行ってい
ます。今回、新しい会員を募集します。

　この事業は、子育てを手助けして欲しい人（お
ねがい会員）と子育ての手伝いをしたい人（まか
せて会員）が、お互いに支援活動を行うもので
特別な資格は必要ありません。詳しくはお問い
合わせください。
※おねがい会員とまかせて会員の両方になること
もできます。
●申込期限　４月19日（金）
●申し込み・問い合わせ　子育て支援センター
（担当・柳

な ぎ ら

楽）☎ 203-5772

おねがい会員と
まかせて会員を募集します。

連絡調整

費用負担

活動報告

連絡調整サポート依頼

サポート実施

子育てサポート

おねがい会員 まかせて会員

サポートセンター

一緒に、子どもたちを育てましょう。
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自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）の

窓
口
が
変
わ
り
ま
し
た

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

試
験
準
備
講
習
会

あ
な
た
の
学
び
を
応
援
し
ま
す

水
巻
町
高
等
学
校
等
入
学
祝
金

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

航
空
自
衛
隊
の
夜
間
飛
行
訓
練

４
月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
者
が
増
え
ま
す

み
ん
な
で
一
緒
に

す
ま
い
る
体
操
を
し
ま
せ
ん
か

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
チ

離
乳
食
教
室

　春はスタートの
季節。就職や転勤
などで昼間は忙し
く、役場での手続
きができないということがあ
るかもしれません。役場では、
毎週木曜日に午後７時まで窓口
業務を延長しています。皆さん、
利用してください。
※一部、閉まっている窓口やで
きない手続きがあります。詳
しくは問い合わせてください。
●問い合わせ　水巻町役場

役場夜間開庁
転入・転出シーズンにも便利。

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

免
許
試
験

▽
65
歳
以
上　

１
０
０
０
円

▽
64
歳
以
下　

１
８
５
０
円

※
保
険
料
は
年
齢
で
異
な
り
ま
す
。

●
内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体

操
な
ど

※
安
全
の
た
め
、
運
動
前
に
血
圧
測
定

　

を
行
い
ま
す
。
測
定
値
が
安
全
値
を

　

超
え
る
場
合
は
、
見
学
し
て
も
ら
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
定　

員　

70
人
（
先
着
順
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

タ
オ
ル
、
室
内

シ
ュ
ー
ズ
、
水
筒

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
期
間　

４
月
15
日
（
月
）
～
25 

日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き
い

　

き
ほ
ー
る
健
康
課

●
対　

象　

県
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳

以
上
の
人
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
）

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤

の
公
務
員
、
平
成
23
・
24
年
度
県
政

モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
き
ま
す
。

●
任　

期　

６
月
下
旬
～
平
成
26
年
３

月
31
日
（
月
）

●
内　

容　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
３

　

回
程
度
）、
県
政
へ
の
提
案
（
意
見

が
あ
る
と
き
に
随
時
で
き
ま
す
）

●
申
込
期
限　

５
月
31
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
庁
県

民
情
報
広
報
課
広
聴
係
☎（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
１
０
３
番

意
見
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集



税務課　　　　　　　入江 正治

住民課　　　　　　　木下 颯太

総務課　　　　　　　新枦 和昭

産業環境課　　　　　田中 きづな

健康課　　　　　　　中村 仁美

管財課　　　　　　　眞砂 章吾
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●
と　

き　

５
月
26
日
（
日
）
午
前
８

時
30
分
～

※
集
合
時
間
は
参
加
す
る
ク
ラ
ス
で
異

な
り
ま
す
。
初
心
者
ク
ラ
ス
は
午
前

８
時
30
分
、
初
級
者
ク
ラ
ス
は
午
後

０
時
30
分
で
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
２
日
（
日
）
に

延
期
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

●
対　

象　

18
歳
以
上
の
町
内
に
住
む

人
、
勤
務
す
る
人
、
町
体
育
協
会
会

員
、
水
巻
ゆ
う
♥
あ
い
倶
楽
部
会
員

※
学
生
は
競
技
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
種
目
・
定
員　

硬
式
テ
ニ
ス
（
男
子

ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）

▽
初
心
者
ク
ラ
ス　

各
８
組

▽
初
級
者
ク
ラ
ス　

各
８
組

●
費　

用　

１
組
１
０
０
０
円

●
申
込
期
間　

４
月
15
日
（
月
）
～
５

月
７
日
（
火
）

※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午

後
９
時
で
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
合
運

　

動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
☎
２
０
１
局

　

５
７
５
７
番

●
と　

き　

５
月
11
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
正
午

●
と
こ
ろ　

図
書
館
・
歴
史
資
料
館
周

辺
（
雨
天
の
場
合
は
屋
内
学
習
を
行

い
ま
す
）

●
対　

象　

15
人
程
度
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
す
）

●
費　

用　

無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、
双

眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

●
申
込
期
限　

５
月
６
日
（
月
）

●
申
込
方
法　

歴
史
資
料
館
の
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

歴
史
資
料
館
☎
２
０

１
局
０
９
９
９
番

　

い
き
い
き「
は
つ
ら
つ
塾
」は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
特
技
を
磨
く
た
め
の
場
所

を
提
供
し
、
そ
こ
で
磨
い
た
技
を
学
校

や
地
区
公
民
館
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
今
月
の
特
集
は
、
平
成
21
年
に
水
巻

町
歴
史
資
料
館
が
行
っ
た
企
画
展
「
江

戸
後
期
の
庶
民
の
く
ら
し
」
が
元
に
な

っ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
か
っ
た
話
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
私
自
身
楽
し
ん
で
記
事

に
し
ま
し
た
。

　

困
っ
た
の
が
写
真
で
す
。
写
真
の
技

術
は
江
戸
時
代
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
日
本

に
存
在
し
ま
せ
ん
。
北
九
州
市
立
自
然

史
・
歴
史
博
物
館
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
も
っ
と
後
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
農
村

の
風
景
な
ど
の
写
真
は
本
当
に
少
な
い

ん
で
す
よ
」
と
の
こ
と
。
写
真
技
術
は

生
ま
れ
た
後
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
裕

福
な
人
の
娯
楽
な
ど
に
使
わ
れ
て
、
庶

民
の
撮
影
さ
れ
た
も
の
は
と
て
も
少
な

い
の
だ
そ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
ず

っ
と
後
代
の
写
真
を
参
考
に
使
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
イ
メ
ー

ジ
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
（
村
岡
）

■
４
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た

小こ

ひ樋
で
す
。
役
場
入
庁
か
ら
丸
４
年
が

経
ち
、
初
め
て
の
異
動
先
が
広
報
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
役
場
窓
口
で

多
く
の
町
民
の
方
と
接
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
カ
メ
ラ
片
手
に
取
材

先
で
よ
り
多
く
の
方
と
ふ
れ
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
（
小
樋
）

■
平
成
18
年
か
ら
の
長
い
期
間
、
広
報
担

当
を
務
め
、
春
の
異
動
で
別
の
部
署
に
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ん
に
取
材
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら

は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
小
樋
君
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
で
す
。
今
後
と
も「
広
報
み
ず
ま
き
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
（
加
茂
）

コ
ー
ト
で
爽
快
な
気
分

春
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
大
会

い
き
い
き「
は
つ
ら
つ
塾
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

水巻町役場職員「春の人事異動」
窓口も新しい顔にバトンタッチします。

●問い合わせ　役場人事秘書係☎ 201-4321

※氏名の後の (　 ) は、異動前の部署と職名です。

野
鳥
観
察
会

と
し
て
発
揮
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
自
分
の
趣
味
を
磨
い
て
、

誰
か
の
た
め
に
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き　

５
月
13
日
（
月
）
～
平
成

26
年
２
月
（
８
月
を
除
き
ま
す
）

●
募
集
コ
ー
ス　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
、
書
道
コ
ー
ス
、
水
彩
画
コ
ー
ス
、

陶
芸
コ
ー
ス
、
歴
史
コ
ー
ス

●
内　

容

▽
コ
ー
ス
別
専
門
講
座　

月
１
～
２
回

の
月
曜
日
２
～
３
時
間
（
各
コ
ー
ス

で
異
な
り
ま
す
）

▽
教
養
講
座　

年
３
回
程
度
（
全
コ
ー

ス
共
通
）

●
定　

員　

各
コ
ー
ス
10
人
程
度

●
費　

用　

各
コ
ー
ス
で
費
用
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
生

涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
２

　

０
１
局
４
３
２
１
番

●
と　

き　

毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日（
祝

日
は
除
く
）
午
後
１
時
～
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

●
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ほ
ー
る

※
相
談
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
内　

容　

暮
ら
し
や
住
ま
い
、人
権
、

教
育
、
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談

●
相
談
員　

住
民
相
談
員

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
０
２
局
３
７
０
０
番

　

自
賠
責
保
険
の
請
求
方
法
や
、
示
談

の
進
め
方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と　

き　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

４
時

●
と
こ
ろ　

県
庁
行
政
棟
（
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
）

●
問
い
合
わ
せ　

県
交
通
事
故
相
談
所

☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局
３
１
６
８
番

　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会

２
月
14
日
か
ら
３
月
14
日
受
付
分
ま
で

【
香
典
返
し
寄
付
】

み
ず
ほ　
　
　
　

故
・
山
田
礼
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
カ
ズ
ヱ
様

頃
末
南　
　
　
　

故
・
原
田　

典
男
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　

広
明
様

二　
　
　
　
　
　

故
・
林　
　

利
子
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

譲
二
様

二　
　
　
　
　
　

故
・
上
野　

輝
夫
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

一
子
様

猪
熊　
　
　
　
　

故
・
江
藤
ア
キ
ヱ
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
知
子
様

吉
田
団
地　
　
　

故
・
畠
山　

ヨ
ネ
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
橋　

敏
子
様

吉
田
二　
　
　
　

故
・
福
沢
ト
ミ
エ
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
沢　

良
信
様

伊
左
座　
　
　
　

故
・
吹
田　

笑
子
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
田　

次
敏
様

頃
末
南　
　
　
　

故
・
岡
田
キ
ミ
ヱ
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

庸
夫
様

古
賀
団
地　
　
　

故
・
縄
田　

大
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

縄
田　

芳
夫
様

土曜日授業
　子どもたちの豊かな成長を育み、より良い学校
づくりを進めるためには、学校だけではなく、学
校がある地域の皆さんの理解と協力が必要です。
　水巻町教育委員会では、学校週５日制の趣旨を
踏まえつつ、保護者や地域住民の皆さんに開かれ
た学校づくりを推進するため、土曜日授業を実施し
ています。１学期は下の表のとおり行いますので、
ぜひ、学校へ来てください。地域の皆さんのご協
力をお願いします。

●問い合わせ　役場学校教育係☎201-4321

学校名 実施予定日 内容

伊左座小学校

５月11日 キャリアの集い、PTA総会

６月15日
人権学習、地域安全対策
懇談会

猪熊小学校

５月11日 授業参観、PTA総会

６月15日
授業参観、薬物乱用防止
教室

朳小学校
５月11日 縦割り活動、補充学習

６月15日 児童朝会、スポーツフェスタ

頃末小学校
５月11日

児童集会、授業参観、PTA
総会

６月15日 児童集会、授業参観

吉田小学校
５月11日

授業参観、PTA総会、校区
クリーンUP活動

７月13日 泳力記録会、授業参観

水巻中学校
４月20日 出会い集会、部活動紹介

４月27日 授業参観

水巻南中学校
４月20日 対面式、部活動紹介

４月27日 授業参観、PTA 総会

町内小学校・中学校の１学期

交
通
事
故
相
談
所

図書館・歴史資料館・課長　山田 浩幸

（図書館・歴史資料館・課長補佐）

税務課・課長　蔵元 竜治

（学校教育課・課長補佐・学校給食係長兼務）

図書館・歴史資料館・課長補佐　古川 弘之

（税務課・住民税係長）

学校教育課・課長補佐・学校教育係長兼務　吉田 功

（学校教育課・学校教育係長）

生涯学習課・公民館係長　洞ノ上 典絵

（企画財政課・主任）

学校教育課・学校給食係長　藤井 麻衣子

（総務課・主任）

平成25年4月1日付昇格

課長・主幹

課長補佐・係長

産業環境課（農政担当係長）　樋口 勝

（産業環境課・農業土木担当係長）

兼務 平成25年4月1日付

総務課付

（福岡県介護保険広域連合遠賀支部）　長野 香織（住民課）

総務課付

（福岡県介護保険広域連合遠賀支部）　田中 邦治（税務課）

派遣 平成25年4月1日付

会計管理者（会計課長事務取扱）　古賀 貴志枝

図書館・歴史資料館・課長　　　　 佐藤 久義

生涯学習課・公民館係長　　　　　福井 彰一

退職 平成25年３月31日付

平成25年 4月1日付新規採用職員

会計管理者（会計課長事務取扱）　入江 浩二（税務課・課長）

福祉課・障がい支援係長　安元 一喜

（総務課付・係長・福岡県介護保険広域連合遠賀支部）

税務課・住民税係長　洞ノ上 浩司

（福祉課・障がい支援係長）

総務課　　　　　　　大黒 和歌子　（住民課）

総務課付　　　　　　北原 美幸　　（住民課）

総務課付　　　　　　遠坂 由季　　（住民課）

総務課付　　　　　　鉄見 愛奈美　（生涯学習課）

企画財政課　　　　　小樋 赳郎　　（産業環境課）

管財課　　　　　　　鵜瀬 真紀　　（住民課）

産業環境課　　　　　吉田 嗣人

（総務課付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部）

建設課　　　　　　　山﨑 良子　　（図書館・歴史資料館）

生涯学習課　　　　　奥田 亜希子　（管財課）

税務課　　　　　　　植田 綾　　　（学校教育課）

税務課　　　　　　　山本 雅也　　（上下水道課）

住民課　　　　　　　大野 直人　　（総務課）

住民課　　　　　　　加茂 繁信　　（企画財政課）

住民課　　　　　　　友田 亜紀奈　（税務課）

住民課　　　　　　　山口 彩乃　　（建設課）

福祉課　　　　　　　岩根 真樹

（総務課付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部）

地域・こども課　　　安元 亜紀　　（税務課）

上下水道課　　　　　廣渡 愛　　　（地域・こども課）

主任・主事

係長

課長・主幹

平成25年 4月1日付異動

ＷＥＢ広報みずまき 町ホームページでも見られる「広報みずまき」。バックナンバーも楽しめます。 http://www.town.mizumaki.lg.jp

悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を

住
民
相
談
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町内の
頑張っ

ている
人を紹

介する
コーナ

ーです頑張って
ます! 210今月は、自動車整備業などを経営する山下守さんを紹介します。

問
題
が
お
き
た
ら
、
解
決
す
れ
ば
い
い
。

つ
ら
い
と
き
も
楽
し
む
こ
と
で
す
。

●この仕事についたきっかけは。
　実は、根っからの車好きではなくて、むしろ運転もめったに
しないくらいなんですよ。何かしら、ものを作るような仕事、
それも問題を工夫して解決する仕事がしたかったのですが、ち
ょうど私の手の届くところに自動車というジャンルがあったの
だと思います。17 歳のときから数年間、自動車関係の職場を
経験しました。初めから、個人で事業主として独立したいと思
っていたので、そのために必要な技術を得たら退職すると決め
ていたのです。23 歳のとき自分の店を出しました。
●「ビートル」の整備を専門的に行っているそうですが。
　ビートル（フォルクスワーゲン・タイプ１の愛称）の専門と
いうのは珍しいですよね。兄が乗っていた影響なんです。ビー
トルという古い車は、いまだに修理しながら乗り続けている人
がたくさんいて、同じような不具合で悩んでいる。この解決に
専門店は役立っているんですよ。交換部品ひとつとっても、専
用のものを用意することができる。汎用品を加工して取り付け
るのとは違い、簡単に完璧に装着できるので、部品だけの依頼
も全国からあります。
●仕事をするうえで大切にしていることを教えてください。
　「とりあえず費用のかからない方法で応急処置をしてほしい」
という注文は断っています。古い車だからといって、何度も壊
れるのは当たり前ではありません。きちんと治せば、安心して
乗れるということを知ってほしいですね。

●生年月日� 昭和40年１月12日
●好きなもの� 映画
●趣　味� 思索
●勤務先� オートクラブ山下

山
やました

下�守
まもる

さん（中央）

町
内
の
元
気
い
っ
ぱ
い
な
１
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
次
号
に
掲
載
を
希
望

す
る
人
は
４
月
19
日（
金
）ま
で
に
企
画
広
報
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お誕
生
日お

誕
生
日
お
め
で
と
う
。こ
れ
か

ら
も
活
発
で
元
気
に
育
っ
て
ね
。

片
かたおか

岡　繁
しげとし

俊ちゃん

24年４月５日生まれ

高松

宮
みやざき

崎　咲
さ く ら

良ちゃん

24年４月10日生まれ

吉田団地

１
歳
お
め
で
と
う
♥
笑
顔
で
元
気

に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♥
♥ 平

ひ ら が

賀 菜
な の は

乃陽ちゃん

24年４月５日生まれ

下二西

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♥
こ
れ
か

ら
も
笑
顔
で
元
気
に
育
っ
て
ネ
♪

山
やまぐち

口　 遼
りょう

ちゃん
24年４月22日生まれ

猪熊

あ
い
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
♥

優
し
く
元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
♥

黒
く ろ だ

田　愛
あ い こ

子ちゃん

24年４月６日生まれ

美吉野

に
こ
に
こ
笑
顔
の
隼
人
く
ん
♥

元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね 片

かたおか

岡　隼
は や と

人ちゃん

24年３月23日生まれ

頃末南

咲
良
の
笑
顔
大
好
き
で
す
♥
こ
れ

か
ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね

頃末南

佐
さ え き

伯　咲
さ く ら

良ちゃん

24年４月27日生まれ

こ
れ
か
ら
も
ス
テ
キ
な
笑
顔
を
沢

山
見
せ
て
ね
♥
あ
い
ち
ゃ
ん
♥

宮尾台

池
い け だ

田　逢
あ い り

莉ちゃん

24年４月６日生まれ

大
好
き
な
智
菜
♥
一
歳
お
め
で
と

う　

毎
日
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
♥

伊左座

内
うちかわ

川　智
ち な

菜ちゃん

24年４月18日生まれ

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♥
こ
れ
か

ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
♥
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